
平成29年全国山火事予防運動Topics

春
は
山
火
事
に
ご
用
心

　

山
火
事
は
例
年
春
先
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾

燥
し
、
森
林
内
の
落
葉
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
強
風

等
に
よ
り
山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
非
常
に
高
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
山
菜
採
り
等
で
山
に
入
る
人
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
な
ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、
消
火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま

た
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
や
風
の
強
い
日
に
は
、

た
き
火
や
火
入
れ
を
や
め
る
な
ど
、
特
に
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
の
用
心
を
心
が
け
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
森
林

を
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　林野庁では、３月１日～７日を中心として「全国山火事予防運動」を実施し、「火の用心　森から
聞こえる　ありがとう」を統一標語として、全国で山火事予防意識の高揚を図る運動や、森林パト
ロール等を実施してまいります。

　今年のポスターには、愛知県一宮市立木曽川中学校３年
生の野原舜一朗さんの作品が、標語には山梨県私立富士学
苑中学校２年生の西岡笑歩さんの作品が選ばれました。

年間の５割以上が３〜５月に発生し、特に 5月には 258 件もの発
生がありました。

林野火災の月別発生件数（平成 27年）
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森
林
保
険
制
度
は
、
火

災
を
は
じ
め
と
し
た
森
林

の
損
害
に
対
し
て
保
険
金

を
お
支
払
い
し
、
林
業
経

営
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

山
火
事
が
発
生
す
る
と
、

一
瞬
に
し
て
広
大
な
面
積

の
森
林
を
焼
失
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
平

成
26
年
４
月
に
群
馬
県
内
で
発
生
し
た
林
野
火
災
（
写

真
）
で
は
、
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
森
林
が

焼
失
し
ま
し
た
が
、
森
林
保
険
に
加
入
し
て
い
た
た

め
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。「
火
の
用
心
」
の
備

え
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
保
険
の
加
入
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
だ
け
で
な
く
、
森
林
保
険
は
気
象
災
・

噴
火
災
も
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
お

い
て
は
、
風
害
や
雪
害
な
ど
の
気
象
災
害
を
中
心
に

約
６
億
円
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
台
風

な
ど
へ
の
備
え
と
し
て
も
森
林
保
険
は
有
効
で
す
。

　

春
先
に
多
く
発
生
す
る
山
火
事
の
予
防
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
万
が
一
の
森
林
被
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
森
林
保
険
の
お
問
合
せ
◆

　
　

お
近
く
の
森
林
組
合
、
森
林
組
合
連
合
会
、

　
　

ま
た
は
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　

森
林
総
合
研
究
所　

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
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山
火
事
や
自
然
災
害
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

～
森
林
保
険
制
度
～

林野庁からのお願い
１．枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと。
２．たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること。
３．強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと。
４．火入れを行う際、許可を必ず受けること。
５．たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと。
６．火遊びはしないこと。

過去５ヶ年平均で年間約 1,600 件発生し、焼損面積は
約１千ヘクタール、損害額は約６億円となっています。

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

区分／年次 H23 H24 H25 H26 H27
平均

（H23
〜 H27）

出火件数（件） 2,093 1,178 2,020 1,494 1,106 1,578

焼損面積（ha） 2,071 372 971 1,062 538 1,003

損害額（百万円） 1,017 190 233 1,369 255 613

近年の林野火災の発生状況

出火原因別発生件数（平成23〜 27年の平均）

過去５年間では、たき火が１位で全体の約３割を占め、
次いで火入れ、放火（疑いを含む）の順となっています。

その他
546件（34.6％）

火あそび
58件（3.7％）

たばこ
104件（6.6％）

放火
（疑いを含む）
162件（10.3％）

たき火
467件（29.6％）

火入れ
240件（15.2％）

山火事防止のシンボルマーク
「まといリス	」
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